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根を意味するROOT。生活の根底を支える 
トラック輸送を彷彿とし、さらにROUTE（ルート）

ともゴロを合わせ親しみやすくしています。 

環境に配慮して古紙配合率100％の再生紙と
大豆インキを使用しています

■
日
本
六
古
窯

丹
波
焼
の
ふ
る
さ
と
を
た
ず
ね
て

丹
波
立
杭
の
里
で
、
今
に
受
け
継
が
れ
る

８
０
０
年
の
伝
統
を
た
ず
ね
て

■
い
ま
、再
び
地
球
環
境
を
考
え
る
②

全
地
球
規
模
で
取
り
組
む
、オ
ゾ
ン
層
の
保
護

フ
ロ
ン
類
が
も
た
ら
し
た
、
人
類
へ
の
警
鐘
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２
０
０
４
年
７
月
に
発
行
さ
れ
た
前
号
で
は
、

二
酸
化
炭
素
が
地
球
環
境
に
与
え
る
影
響
を
紹
介
し
た
。

今
号
は
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
、

フ
ロ
ン
類
に
注
目
。フ
ロ
ン
類
へ
の
対
策
と
併
せ
て
検
証
し
た
。

■
い
ま
、再
び
地
球
環
境
を
考
え
る
②

全
地
球
規
模
で
取
り
組
む
、

オ
ゾ
ン
層
の
保
護

フ
ロ
ン
類
が
も
た
ら
し
た
、

人
類
へ
の
警
鐘

リサイクルと温室効果ガスの関係 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
減
少 

出所＝環境省の資料より作成

排出抑制 
Reduce

再使用 
Reuse

再生利用 
Recycle

廃棄量
の減少

製造必要量
の減少

製造工程
の変更

エネルギー
代替

埋立処分量
の減少

エネルギー消費
の減少

化石燃料消費
の減少

埋立処分場からの
メタンの減少

廃油・廃プラ
焼却量の減少

無
知
な
産
業
活
動
が

も
た
ら
し
た
代
償

地
球
で
は
人
類
の
誕
生
以
前
か
ら
、自
然
の
法
則

に
従
っ
た
循
環
が
あ
っ
た
。

大
気
は
太
陽
光
線
で
温
め
ら
れ
た
地
表
か
ら
、人

間
の
肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
赤
外
線
と
い
う
形
で

放
出
さ
れ
た
熱
で
温
め
ら
れ
る
。こ
の
赤
外
線
を
大

気
中
の
水
蒸
気
、二
酸
化
炭
素
、メ
タ
ン
、亜
鉛
化
窒

素
な
ど
が
温
室
効
果
を
発
揮
し
て
地
表
か
ら
放
出

さ
れ
る
赤
外
線
の
熱
を
吸
収
し
、そ
の
一
部
を
再
び

地
表
に
放
射
し
て
い
る
。
だ
か
ら
地
球
上
は
、人
間
が

生
活
で
き
る
程
度
の
温
度
の
範
囲
に
保
た
れ
て
い
る
。

地
球
以
外
の
惑
星
の
温
度
変
化
が
急
激
な
の
は
、こ

の
温
室
効
果
が
働
か
な
い
か
ら
だ
。

し
か
し
産
業
革
命
以
後
、と
り
わ
け
第
二
次
世
界

大
戦
以
後
の
産
業
活
動
は
、こ
の
循
環
の
バ
ラ
ン
ス
を

大
き
く
崩
し
て
し
ま
っ
た
。
自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
た
原
因
は
、人
工
的
に
増
加
し
た
二
酸
化
炭
素
と
、

フ
ロ
ン
類
な
ど
の
温
室
効
果
の
非
常
に
高
い
物
質
が

大
量
に
排
出
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。こ
の
結
果
、太
陽

か
ら
届
く
強
烈
な
紫
外
線
を
防
い
で
い
た
オ
ゾ
ン
層

の
破
壊
が
懸
念
さ
れ
、同
時
に
温
室
効
果
ガ
ス
が
も

た
ら
す
地
球
温
暖
化
の
問
題
が
露
呈
さ
れ
た
。

日
本
上
空
の
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
は

約
１
割
を
超
え
る

す
べ
て
の
生
物
に
有
害
な
紫
外
線
を
吸
収
す

る
働
き
を
す
る
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
は
、
極
地
ほ

ど
進
行
し
て
い
る
。
そ
れ
は
１
９
７
０
年
代
か
ら

危
惧
さ
れ
、
８２
年
に
日
本
の
南
極
観
測
基
地
で

1974年 6月

1985年 3月

1987年 9月

1992年11月

1993年11月

1997年 9月

2000年12月

1988年 5月

9月

12月

1989年 1月

1991年 3月

9月

1992年 8月

1994年 6月

9月

1997年 9月

2001年 6月

「特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律」（オ
ゾン層保護法）制定

日本、ウィーン条約及びモントリオール議定書を締結

ウィーン条約（日本：発効）

モントリオール議定書（日本：発効）

オゾン層保護法の一部改正

改正モントリオール議定書（1990年改正）を受諾

改正モントリオール議定書（1990年改正）（日本：発効）

改正オゾン層保護法（1991年改正施行）

オゾン層保護法の一部改正

改正オゾン層保護法（1994年改正）施行

関係省庁による「オゾン層保護対策推進会議」において、
CFC等の回収・再利用・破壊の促進方策を取纏め産業界、
特定フロン回収に関する自主行動計画を策定

「特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等
に関する法律」（フロン回収破壊法）制定

米国カリフォルニア大学ローランド教授及びモリーナ博士
がＣＦＣによるオゾン層破壊及びその結果として人や生態系
への影響が生じる可能性を指摘した論文を発表

「オゾン層の保護のためのウィーン条約」を制定

「オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書」
を制定

モントリオール議定書第４回締約国会議（コペンハーゲン）
・ＣＦＣの１９９５年末全廃、ＨＣＦＣ、臭化メチルの規制物質へ
の追加等を内容とする議定書の改正等を合意

ウィーン条約第３回締約国会議及びモントリオール議定書
第５回締約国会議開催（バンコク）

モントリオール議定書第９回締約国会議（モントリオール）
・臭化メチルの削減計画の前倒し、臭化メチルの非締約国
との貿易の禁止、不正取引防止のためのライセンシングシ
ステムの導入等を内容とする議定書等の改正を合意

モントリオール議定書第１１回締約国会議開催
（ブルキナファソ・ワガドゥグ）

オゾン層保護対策の経緯

国際動向

国内動向
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の
観
測
デ
ー
タ
が
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
を
現
実
の

も
の
と
し
た
。
８５
年
に
は
南
極
上
空
に
オ
ゾ
ン

ホ
ー
ル
が
確
認
さ
れ
、
８７
年
に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

議
定
書
で
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
で
あ
る
フ
ロ
ン
、

ハ
ロ
ン
の
規
制
が
は
じ
ま
っ
た
。

現
在
、
日
本
上
空
で
も
オ
ゾ
ン
層
の
約
１
割

以
上
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
オ
ゾ
ン
層
は
、
高
度

１０
〜
５０
ｋｍ
の
成
層
圏
に
あ
る
高
濃
度
の
オ
ゾ
ン

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
成
層
圏
に
届
い
た
化
学

物
質
中
の
塩
素
と
臭
素
は
、
紫
外
線
で
他
の
元

素
と
分
離
さ
れ
オ
ゾ
ン
か
ら
酸
素
分
子
を
一
つ

奪
い
破
壊
す
る
。つ
ま
り
、
成
層
圏
に
達
し
た
塩

素
と
臭
素
分
子
は
酸
素
原
子
と
反
応
を
繰
り
返

し
、
次
々
に
オ
ゾ
ン
を
破
壊
し
続
け
る
と
い
う
仕

組
み
だ
。
フ
ロ
ン
か
ら
は
塩
素
が
、
参
考
ま
で
に

臭
素
は
ハ
ロ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
。

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
が
、

や
が
て
生
物
を
滅
ぼ
す

Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
な
ど
の
表
記
で
な
じ
み
の
深
い

紫
外
線
は
、
波
長
の
長
さ
で
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
３
種

類
あ
る
。
波
長
の
短
い
紫
外
線
は
オ
ゾ
ン
層
で

ほ
と
ん
ど
吸
収
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
の
場
に

届
く
の
は
日
焼
け
の
原
因
と
な
る
Ｕ
Ｖ
ー
Ａ
と
、

皮
膚
ガ
ン
な
ど
の
原
因
と
さ
れ
、
多
く
の
生
物

に
と
っ
て
有
害
な
Ｕ
Ｖ
ー
Ｂ
の
一
部
。
驚
異
的
な

デ
ー
タ
を
紹
介
す
る
と
、
オ
ゾ
ン
層
が
１
割
破

壊
さ
れ
る
と
、
地
上
に
届
く
Ｕ
Ｖ
ー
Ｂ
は
２
割

増
え
、
オ
ゾ
ン
層
が
２
割
破
壊
さ
れ
る
と
５
割

増
え
る
。
急
速
に
対
応
が
と
ら
れ
た
理
由
も
、た

や
す
く
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

項　目 18年度目標 単位 年度 実績数値 

1 

2 

3 

4 

5 

6

公用車の燃料使用量 

用紙類の使用量 

事務所の単位面積 
当たりの電気使用量 

エネルギー供給設備等 
における燃料使用量 

事務所の単位面積 
当たりの上水使用量 

廃棄物の量 

13年度比で 
概ね85％以下 

H13 
H14

H13 
H14

H13 
H14

H13 
H14

H13 
H14

H13 
H14

H13 
H14

1,049,926

1,084,078 
（3.3％増） 

31,561

31,639 
（0.2％増） 

111.2

109.6 
（1.4％減） 

6,566,530

6,543,548 
（0.3％減） 

2.04

1.91 
（6.0％減） 

127,575

128,459 
（0.7％増） 

85,618

87,136 
（1.8％増） 

13年度比で 
増加させない 

13年度比で 
概ね90％以下 

13年度比で 
増加させない 

13年度比で 
概ね90％以下 

13年度比で 
概ね75％以下 

13年度比で 
概ね60％以下 

GJ

トン 

kWh/㎡ 

GJ

トン 

トン 
可燃ごみの量 

政府の実行計画に掲げられている温室効果ガスの総排出量以外の数量を伴う 
目標に関する平成13年度（基準年度）及び平成14年度における実績数値 

（単位：トン） ＣＦＣ ＨＣＦＣ ＨＦＣ 合計 

301万台 

387 

273 

84 

31 

711万台 

283 

117 

91 

76

487万台 

1,505 

1,099 

319 

87 

― 

― 

― 

― 

― 

39万台 

66 

43 

18 

5 

245万台 

107 

46 

23 

38

827万台 

1,958 

1,414 

421 

123 

956万台 

389 

164 

113 

114

業
務
用
冷
凍
空
調
機
器 

カ
ー
エ
ア
コ
ン 

回収した第一種特定 
製品の台数 

回収した量 

破壊業者に 
引き渡された量 

再利用された量 

14年度末の保管量 

回収した第二種特定 
製品の台数 

回収した量 

破壊処理のために自動車 
製造業者等に引き渡された量 

再利用された量 

14年度末の保管量 

注：数値はすべて概数であり、業務用冷凍空調機器については平成
14年4月～平成15年3月、カーエアコンについては平成14年10月～平
成15年3月の実績である。　資料：環境省、経済産業省作成 

注：対象機関には、独立行政法人、公社等政府関係機関（平成18年度までに移行する機関も含む。）は
含まない。GJ（ギガ・ジュール）：G（ギガ）は10億倍の意味、J（ジュール）はエネルギー熱量を表す単位
出典：地球温暖化対策推進本部幹事会 

特定製品に係るフロン類の回収および 
破壊の実施の確保等に関する法律 
（フロン回収破壊法）によるフロン回収量等 

フロン回収破壊法によるフロン類の破壊量等 
（平成14年度分） 

注：数値はすべて概数　資料：環境省、経済産業省作成 

（単位：トン） ＣＦＣ ＨＣＦＣ ＨＦＣ 合計 

264 

97 

361 

354 

7

1,225 

― 

1,225 

1,173 

52

90 

39 

129 

126 

3

1,579 

137 

1,716 

1,653 

62

引
取
量 

第一種 
（業務用冷凍空調機器） 

第二種 
（カーエアコン）（半年分） 

合計 

再利用された量 
 

14年度末の保管量 
 

具
体
的
に
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
が
進
み
、
地
上
に

届
く
紫
外
線
の
量
が
増
加
す
る
と
、
皮
膚
が
ん
、

白
内
障
な
ど
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
生
物
す
べ
て

に
影
響
が
お
よ
ぶ
。
紫
外
線
は
生
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

傷
つ
け
、
そ
れ
は
海
洋
生
物
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、

木
々
や
植
物
に
も
異
常
を
も
た
ら
す
。
そ
の
結
果

は
、
漁
獲
量
や
農
産
物
の
収
穫
量
の
減
少
に
も
つ

な
が
り
、
食
料
の
枯
渇
に
留
ま
ら
ず
、
森
林
破
壊

に
よ
る
酸
素
供
給
量
の
不
足
に
な
り
か
ね
な
い
と

い
う
研
究
デ
ー
タ
も
あ
る
ほ
ど
だ
。

夢
の
化
学
物
質
か
ら

悪
魔
の
化
学
物
質
へ
の
変
貌

70
年
ほ
ど
前
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

フ
ロ
ン
類
は
、
夢
の
化
学
物
質
と
呼
ば
れ
重
宝

さ
れ
て
い
た
。
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
の
冷
媒
、ス

プ
レ
ー
の
噴
射
剤
、
半
導
体
の
洗
浄
剤
、マ
ッ
ト

レ
ス
や
断
熱
材
の
発
砲
剤
な
ど
、
日
本
の
高
度

成
長
を
象
徴
す
る
も
の
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。

化
学
物
質
と
し
て
の
安
定
性
に
加
え
、
不
燃
性
、

無
臭
無
色
、
無
毒
で
安
価
。
開
発
さ
れ
た
と
き

の
喜
び
が
、い
ま
、こ
う
し
て
地
球
規
模
の
危
機

を
招
く
と
は
誰
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
か
。

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
に
基
づ
き
、
９６
年
の

フ
ロ
ン
類
の
全
廃
が
規
制
さ
れ
た
。
し
か
し
議

定
書
の
前
年
に
あ
た
る
８６
年
、
世
界
の
フ
ロ
ン
の

生
産
量
は
１５
万
ト
ン
で
、
そ
の
１
割
近
く
が
日

本
で
生
産
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
だ
。
生
産
は

中
止
さ
れ
た
も
の
の
、
今
現
在
も
フ
ロ
ン
を
使
っ

た
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
が
稼
動
し
、
大
気
中
に
も

ま
だ
大
量
の
フ
ロ
ン
が
放
置
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
フ
ロ
ン
は
１０
年
か
ら
３０
年
か
け
て
成
層
圏

に
達
す
る
と
い
わ
れ
、
生
産
中
止
が
い
ち
早
く

実
行
さ
れ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

が
続
く
こ
と
に
な
る
。

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
を
食
い
止
め
る

様
々
な
取
り
組
み

生
活
に
、
よ
り
密
接
な
関
係
を
持
つ
二
酸
化

炭
素
の
抑
制
に
比
べ
、特
定
フ
ロ
ン
の
使
用
禁
止
、

回
収
・
破
壊
、
代
替
フ
ロ
ン
の
規
制
な
ど
が
素
早

く
対
応
さ
れ
た
。

日
本
で
は
、
冷
蔵
庫
、エ
ア
コ
ン
に
続
き
、
断
熱

材
の
回
収
も
は
じ
ま
り
、フ
ロ
ン
の
回
収
・
無
害

化
が
進
ん
で
い
る
。
０２
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た

「
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法（
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ

ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関

す
る
法
律
）」
で
は
、
０３
年
４
月
に
業
務
用
冷
凍

空
調
機
器（
第
１
種
特
定
製
品
）、
０３
年
１０
月
に

冷
媒
と
し
て
フ
ロ
ン
類
が
充
填
さ
れ
て
い
る
カ
ー

エ
ア
コ
ン（
第
２
種
特
定
製
品
）も
対
象
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、家
庭
用
の
冷
蔵
庫
、エ
ア
コ
ン
は「
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法（
特
定
）家
庭
用
機
器
再
生
商
品
化

法
」で
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

現
在
、フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
に
基
づ
き
回
収
さ

れ
た
フ
ロ
ン
類
は
、
再
利
用
さ
れ
る
も
の
を
除

き
、
国
の
許
可
を
受
け
た
フ
ロ
ン
類
破
壊
業
者
に

よ
り
破
壊
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
０４

年
３
月
末
現
在
で
許
可
を
受
け
た
７６
の
フ
ロ
ン

類
破
壊
業
者
が
あ
る
。

０３
年
度
の
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
か
ら
の
フ

ロ
ン
類
の
回
収
量
は
１
９
５
８
ト
ン
、カ
ー
エ
ア

コ
ン
か
ら
の
半
年
分
の
回
収
量
は
３
８
９
ト
ン

で
、
破
壊
量
は
１
６
５
３
ト
ン
と
、
法
の
制
定
前

の
１
年
間
の
生
産
量
に
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
少

な
い
。
地
球
上
の
フ
ロ
ン
類
を
早
く
破
壊
し
な
け

れ
ば
、
３０
年
、
５０
年
先
の
地
球
環
境
は
予
想
も
つ

か
な
い
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

地
球
環
境
へ
の
影
響
を

大
幅
に
低
減
す
る

代
替
フ
ロ
ン
の
研
究
開
発
が
急
務

こ
う
し
た
中
、オ
ゾ
ン
層
破
壊
や
地
球
温
暖
化

な
ど
の
地
球
環
境
の
問
題
に
配
慮
す
る
フ
ロ
ン
代

替
物
質
の
開
発
が
世
界
中
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
経
済
産
業
省
の
サ
ポ
ー
ト
で
、９４

年
度
か
ら
０１
年
度
に
か
け
て
財
団
法
人
地
球
環

境
産
業
技
術
研
究
機
構（
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）を
中
心
と

し
た
産
官
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、新
規
冷
媒
開

発（
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
新
規
冷
媒
等
研
究

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）を
実
施
。
オ
ゾ
ン
層
破
壊
、

温
室
効
果
を
極
小
に
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
冷

凍
・
空
調
・
断
熱
並
び
に
洗
浄
の
各
分
野
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

冷
媒
、発
泡
剤
、洗
浄
剤
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、民
間
企
業
の
開
発
、商
品
化
も
成
果
を

見
せ
出
し
た
。
硬
質
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
断
熱
材

で
の
水
発
泡
技
術
、
二
酸
化
炭
素
を
冷
媒
と
し

て
使
用
し
た
給
湯
機
、ア
ン
モ
ニ
ア
を
冷
媒
と
し

た
ア
ン
モ
ニ
ア
吸
収
式
冷
凍
機
等
が
実
用
化
。
さ

ら
に
家
庭
用
冷
蔵
庫
で
も
、
炭
化
水
素
を
冷
媒

に
使
用
し
た
ノ
ン
フ
ロ
ン
冷
蔵
庫
が
商
品
化
さ

れ
、
環
境
配
慮
製
品
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
新
規
代
替
技
術
・
物
質
の
開
発
、
商

品
化
に
さ
ら
な
る
進
展
が
望
ま
れ
る
。
こ
う
し
て

い
る
と
き
も
オ
ゾ
ン
層
は
破
壊
さ
れ
続
け
て
い

る
事
実
を
う
け
て
、
地
球
環
境
を
守
る
た
め
の

人
類
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

フロン回収破壊法のシステム 対象：冷媒用CFC、HCFC、HFC

業
務
用
冷
凍
空
調
機
器

第
１
種
特
定
製
品
廃
棄
者

第
１
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者

自
動
車（
カ
ー
エ
ア
コ
ン
）

第
２
種
特
定
製
品
引
取
業
者

第
２
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者

第
２
種
特
定
製
品
廃
棄
者

自
動
車
製
造
業
者
等
／（
指
定
義
務
者
）

フ
ロ
ン
類
破
壊
業
者 

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー

フロン類 フロン類

費用請求

費用請求

破壊費用

費用請求

フロン類

破壊量等
報告

許可

処理費用（回収・運搬・破壊費用）

カーエアコン
使用済自動車

登録 回収量等報告
回収量
等通知

登録※登録 回収量等報告

フロン類

自動車フロン類
管理書

費用請求

回収・運搬費用

カーエアコン
使用済自動車

自動車フロン類
管理書

費用請求

処理費用
（回収・運搬・破壊費用）

破壊費用

平成１４年４月１日　
本格施行    ［　　  ］ 

平成１４年１０月１日
　本格施行    ［　　  ］ 

※自動車分解整備事業者については、国土交通大臣の通知に基づき登録

◆カーエアコンからのフロン回収について、自動車製造業者等
　が自動車ユーザーに負担を求める方法については、自動車フ
　ロン券による払い込み方式が用いられている。
◆カーエアコン関連については、自動車リサイクル法に上記とほ
　ぼ同様の枠組みで移行される。　　　（平成17年1月1日以降）

都道府県知事 主務大臣
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フロン全廃〔ａｂｓｏｌｕｔｅｉｎｈｉｂｉｔｉｏｎｏｆｆｌｏｎ〕
１９８７年「オゾン層破壊物質に関するモントリオール議定
書」が採択され、特定フロン（ＣＦＣ-１１、１２、１１３、１１４、１１５）
は１９８９年から規制が開始されて、１９９５年末には全廃され
た。そのほか、ハロンについては１９９３年末に、四塩化炭素・
１,１,１-トリクロロエタンおよびハイドロブロモフルオロカー
ボン（ＨＢＦＣ）についても１９９５年末に全廃された。特定フロ
ンに代る物質としてＨＣＦＣ、ＨＦＣなどの代替フロンが開発さ
れた。これらは対流圏での寿命が短いためオゾン層は破壊
しないと期待されるが、地球温暖化の係数がＣＯ２より１,００
０～１０,０００倍と高いため、２１世紀初頭には廃止されること
になった。オゾン層破壊物質の全廃後も、それらの回収・
再利用・分解の促進が重要である。このような努力の結果、
オゾン層を破壊する成層圏中の塩素濃度は２０世紀末には
ピークに達し、その後は減少するものと予想される。南極に
おけるオゾンホールの出現も２０４５年ころには消滅するもの
と期待される。

代替フロン〔ＣＦＣａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅｓ〕
ＣＦＣ-１１、１２、１１３、１１４、１１５の特定フロンの５種類はオゾ
ン層破壊防止のため１９９５年末に先進国では全廃された。
その代替品は、塩素を含まないかもしくは成層圏に達する
前に大部分が分解されること・地球温暖化への影響が小
さいこと・毒性のないことが必要であり、それらをクリアした
上での激しい開発競争が世界的に繰り広げられている。フ
ロンガスの主要な用途４つのうち、エアゾール用ＣＦＣ-１１、１
２、１１４の代替品としては可燃性のＬＰＧ（液化石油ガス）が
使われるようになった。発泡用ＣＦＣ-１１、１２の代わりには
ＨＣＦＣ-１２３（ＣＨＦＣＩＣＦ２ＣＩ）と１４１（ＣＨ２ＦＣＨＣＩ２）が、冷媒用
ＣＦＣ-１１、１２、１１５の代わりにはＨＦＣ-１３４ａ（ＣＦ3ＣＨ２Ｆ）が使
用されはじめた。しかし、我が国で消費量が最大の洗浄用
フロン（ＣＦＣ-１１３）には、性能・価格面で適当な代替品のめ
どが立っていない。急速に使われはじめたこれらの代替フ
ロンも、地球温暖化係数がＣＯ２の１万倍に近いので、２０２０
年には原則全廃が決められている。

オゾン層の破壊〔ｄｅｐｌｅｔｉｏｎｏｆｏｚｏｎｅｌａｙｅｒ〕
成層圏の地表２０～４０ｋｍの高さの領域は、オゾン濃度が高
いので、オゾン層といわれる。オゾン層は有害紫外線ＵＶＢ
（波長２８０～３２０ｎｍ）を吸収除去して、地球の生命を守って
くれていた。５億年前に生命が陸地に進出できたのもこの
オゾンバリアのおかげだった。近年、このオゾン層が破壊
されて、オゾン層に穴があいたようになった、南極のオゾン
ホールは年々拡大しつづけている。これは、洗浄や発泡・
冷房・噴霧に濫用されてきたフロンガスが成層圏に入り込
んで、以下の連鎖反応で大量のオゾン分子を破壊するか
らである。フロンガス（例としてＣＦＣＩ3）が紫外線に当たると、
ＣＦＣＩ3+ｈｖ→ＣＩ+ＣＦＣＩ２となり、この塩素原子がオゾンと反
応してＣＩＯとなり、さらにＣＩＯ自身もＯ原子やオゾンと反応し
て、次のような Ｏ3+ＣＩ→Ｏ２+ＣＩＯ、Ｏ+ＣＩＯ→Ｏ２+ＣＩ ある
いは Ｏ3+ＣＩＯ→２Ｏ２+ＣＩ 連鎖反応を形成し、１個のフロ
ン分子が１０万個ものオゾン分子を破壊する。オゾン層破
壊により、有害紫外線が地球上にとどくようになるので、皮
膚ガン・白内障・免疫低下（アトピー・アレルギー・ガンなど
に悪影響を与える）を引き起こす。帽子・長袖・サングラス・
紫外線防止ローションなどを用意し、過度な直射日光を浴

二酸化炭素が増加すると、地表に入ってくる太陽の光は変
わらないが出ていく熱が減るので、地表付近の温度が上が
る。水蒸気や二酸化炭素が温室の屋根のガラスやビニー
ルと似た作用をするので、温室効果と呼ぶ。同じように温
室効果をもつメタン、一酸化二窒素、フロン、オゾンなどを
含めて、温室効果ガスという。地表の平均温度は＋１５℃で
あるが、大気がなければ－１８℃になるところなので、温室効
果によって３３℃も高い温度に保たれていることになる。

温室効果ガス〔ｇｒｅｅｎｈｏｕｓｅｇａｓ〕
赤外線は地球から宇宙に熱を逃がして地球を冷ましている
が、この赤外線を吸収するガスをいう。二酸化炭素ＣＯ2、水
蒸気、メタンＣＨ4、酸化二窒素Ｎ2Ｏ、オゾンＯ3、各種のフロ
ンなどがある。これらの濃度が高まると気温が上がる。ＣＯ2

は化石燃料を燃やすと発生し、毎年０.５％ほど増加し、現在
は３６０ｐｐｍと産業革命以前の２８０ｐｐｍに比べて３割も増
えた。メタンは水田・畜産・天然ガスの採堀から発生、現在
１,７２０ｐｐｂｖで毎年２％ほど増加中。Ｎ2Ｏは窒素肥料の分
解や燃料の燃焼などから発生し、現在３１２ｐｐｂｖで毎年０.３％
ほど上昇している。温室効果の強さは、メタンではＣＯ2の２１
倍、フロンでは数千倍もあるが、ＣＯ2は排出量が桁違いに
大きいために、地球温暖化への直接的寄与度が一番大き
い。人為的に排出された温室効果ガスによる温暖化への
寄与は、ＩＰＣＣ（１９９２）によると、ＣＯ2６３.７％、メタン１９.２％、
Ｎ2Ｏ５.７％、ＣＦＣとＨＣＦＣ １０.２％、その他１.２％となってい
る。なお、容積比でｐｐｍは１００万分の１、ｐｐｂｖは１０億分の１、
ｐｐｔｖは１兆分の１を示す。

モントリオール議定書
〔Ｍｏｎｔｒｅａｌｐｒｏｔｏｃｏｌｏｆｓｕｂｓｔａｎｃｅｓｔｈａｔ
ｄｅｐｌｅｔｅｔｈｅｏｚｏｎｅｌａｙｅｒ〕
「オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書」
の略で、１９８７年ＵＮＥＰがモントリオールで会合を開き採択し
たもので、１９８９年に発効している。１９９０年・１９９２年・１９９５
年・１９９７年と数回にわたって見直され、規制対象物質の追
加、規制スケジュールの前倒しを内容とした改正と調整が行
われた。本議定書は、２０条と付属書Ａ～Ｅからなり、特定フロ
ン・ハロン・その他ＣＦＣ・ＣＣＩ4・ＣＨ3ＣＣＩ3・ＨＦＣ・ハイドロブロ
モフルオロカーボン・ＣＨ3ＣＩなどオゾン層破壊物質の、生産
量・消費量の段階的削減と全廃のためのスケジュールを規
定した。その結果、特定フロンなどは先進国では１９９５年末ま
でに全廃され、発展途上国でも全廃のスケジュールが確定
している。先進国は着実に削減を推進するとともに、全廃の
ための途上国支援を行うことが今後の課題である。

オゾン層〔ｏｚｏｎｅｌａｙｅｒ〕
高度１０～５０ｋｍの成層圏中にオゾンＯ3が高濃度で存在して
いるが、常温常圧の純気体にしたら成層圏全部のオゾンを
集めても３ｍｍの厚みにしかならない。オゾンは酸化力の強い
有毒物質であるが、成層圏では有害な紫外線を吸収して陸
上の生物を守ってくれている（オゾンバリア）。オゾンの高度
分布は、１９３０年イギリスのチャップマンによって提出された
モデルが基本となっている。すなわち、２４２ｎｍ以下の紫外線
を吸収した酸素分子Ｏ2が分解して、２個の酸素原子Ｏにな
る（Ｏ2+紫外線→Ｏ+Ｏ）。この酸素原子が酸素分子と結合
してオゾンができる（Ｏ2+Ｏ→Ｏ3）。オゾン層の濃度が定常的
であれば、オゾンの生成と分解の速さは等しい。分解反応の
うちで一番大きな寄与も紫外線によるものらしい（Ｏ3+紫外
線→Ｏ2Ｏ）。

びないように警告している。さらに、廃棄冷蔵庫などのフロ
ンは回収を義務づけるようになり、フロン放出に対して高額
の罰金を課している国もある。ノンフロン冷蔵庫の普及も
進められている。

排ガス規制〔ｅｍｉｓｓｉｏｎｇａｓｃｏｎｔｒｏｌ〕
自動車排ガス規制は、煤塵のみについて行われている。Ｃ
ＯやＨＣの排出基準も定められているが、効果的な運用が行
われていないのが実情である。排ガス規制は３期に分けて設
定されており、第一期は１９８７～９０年車種によりＣＯ：１７.２８
～３５.５８ｇ／ｋｍ、ＨＣ：５.８７～１８.６４ｇ／ｋｍ。第二期１９９０年
～９５年ＣＯ：２.１１～１１.１８ｇ／ｋｍ、ＨＣ：０.２５５～１.０６ｇ／ｋｍ、
ＮＯχ：０.６２～１.４３ｇ／ｋｍ。第三期は１９９５年以降でさらに規
制が強化された。

フロンガス〔ｆｌｏｎ〕
メタンやエタンなど低級炭化水素の水素原子をフッ素や塩
素で置換した有機ハロゲン化合物で、フルオロカーボンの
日本での通称。水素を含まずフッ素のほかに塩素を含むも
のをクロロフルオロカーボン（ＣＦＣ）、塩素と水素を含むもの
をハイドロクロロフルオロカーボン（ＨＣＦＣ）、水素とフッ素
だけからなるものをハイドロフルオロカーボン（HFC）という。
炭素数の少ないものは、無色無臭の気体または低沸点の
液体である。無毒で不燃性、熱的にも化学的にも安定で、
金属を腐食せず、油脂をよく溶かし、表面張力も小さい。こ
れらの特性のため、冷蔵庫やエアコンの冷媒（ＣＦＣ-１２、Ｈ
ＣＦＣ-２２）、エアゾールの噴霧剤（ＣＦＣ-１１、１２）、スチロフォ
ームなどの発泡剤（ＣＦＣ-１１、１２）、半導体製品や精密機器
の洗浄剤（ＣＦＣ-１１３）などに多量に使用されていた。ＣＦＣ-
１２、１１３などの下１桁の数はフッ素の数、１０位の数は水素
の数+１、１００位の数は炭素の数－１を示す。１９７４年アメリ
カの化学者ローランドとモリナは、大気中に放出されたＣＦ
Ｃが対流圏を越えて成層圏にまで上昇すると、紫外線で分
解されて塩素原子を生成し、これが連鎖反応によりオゾン
層を破壊することを見いだした。その後に確認されたオゾン
ホールの拡大は、地表での有害紫外線を増大させ、皮膚
ガンを激増させるおそれがある。１９８７年のモントリオール議
定書を経て、特定フロン（→）は１９９５年末に生産と消費が
全廃され、その代替品として開発されたＨＣＦＣも２０２０年まで
に原則全廃されることになっている。

フロン-１１〔ｆｌｏｎ-１１〕
トリクロロフルオロメタンＣＣＩ3Ｆのこと。沸点２３.８℃で、主
にエアゾールの噴霧剤やプラスチックの発泡剤に使われて
いた。代表的な特定フロンの一つで１９９５年末にその生産
と消費が全廃された。

フロン-１２〔ｆｌｏｎ-１２〕
ジクロロ・ジフルオロメタンＣＣＩ3Ｆ2のこと。無色無臭の気体
で、沸点は－２９.２℃。最も大量に使われていたフロンガス
で、冷蔵庫などの冷媒のほか、噴霧剤・発泡剤として使わ
れていた。特定フロンの一つとして１９９５年末に全廃された。

温室効果〔ｇｒｅｅｎｈｏｕｓｅｅｆｆｅｃｔ〕
大気中の水蒸気や二酸化炭素（ＣＯ2、炭酸ガス）は、太陽
の光（可視光線）はよく通すが、地表や海面から出る赤外線
（熱線）の中のかなりのものは吸収して通さない。水蒸気や、

環境用語解説 （出典：環境用語辞典／共立出版株式会社）



丹
波
立
杭
の
里
で
、

今
に
受
け
継
が
れ
る

８
０
０
年
の
伝
統

日本六古窯
丹波焼のふるさとをたずねて

8

1.現在の丹波焼はロクロ成形が中心。蹴りロクロや電動ロクロが使われている。丹波焼の場合、回転は左回りが特徴。
2.登り窯は、山土を型に入れて作った火干し煉瓦「まくら」を、半円形に積み上げて築造される。約６０時間かかる焼成は昼
夜兼業で行われるため、体力と集中力を要する作業となる。

瀬
戸
、
常
滑
、
信
楽
、
越
前
、
備
前
と
と
も
に
、

日
本
六
古
窯
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
丹
波
焼
。

発
祥
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
と
い
わ
れ
る
が
、

そ
れ
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、

窯
の
火
を
守
り
続
け
て
き
た
の
が
、
立
杭
の
里
で
あ
る
。

約
８
０
０
年
も
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

後
継
者
に
も
恵
ま
れ
る
丹
波
焼
は
今
も
な
お
発
展
を
続
け
て
い
る
。

薪の灰が器に降りかかって釉薬と融け
合い、美しい窯変が生まれるのも丹波
焼の大きな特徴の一つ。作り手の技と
偶然の出来によって異なる、微妙な色
合いや趣のある模様が魅力。観賞用と
して愛陶家にも広く知られている。
清水忠義さんの作品

緑
豊
か
な
山
間
に
あ
る
立
杭
の
里
に
入
る
と
、

山
の
斜
面
を
這
う
よ
う
に
、
細
長
く
上
へ
と
伸
び

る
窯
が
い
く
つ
も
見
え
る
。
蛇
窯
と
も
呼
ば
れ
る

こ
の
窯
は
、
朝
鮮
半
島
の
形
式
に
由
来
す
る
連
房

登
り
窯
。
断
面
は
半
円
形
で
、
先
頭
に
あ
る
火
床

に「
袋（
焼
成
室
）」が
い
く
つ
も
連
な
り
、
独
特
の

姿
を
形
作
っ
て
い
る
。
最
後
尾
の
袋
に
は「
蜂
の

巣
」と
呼
ば
れ
る
煙
出
し
の
穴
が
設
け
ら
れ
、
以

代
後
期
に
は
篠
山
藩
に
よ
る
保
護
育
成
も
は
か

ら
れ
た
こ
と
で
、
丹
波
焼
の
名
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
っ
た
。

丹
波
焼
は
制
作
さ
れ
た
時
代
に
よ
り
、
呼
び
名

が
変
わ
る
。
穴
窯
時
代
は「
小
野
原
焼
」と
呼
ば

れ
、
登
り
窯
導
入
後
は「
丹
波
焼
」、
明
治
以
後
は

主
産
地
の
名
を
取
っ
て「
立
杭
焼
」と
も
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
３０
年
代
の
不
景
気
で
、
丹
波
焼
の
需
要
が

激
減
。
窯
元
は
わ
ず
か
３０
軒
前
後
ま
で
減
っ
た
。
し

か
し
、
丹
波
焼
が
そ
の
ま
ま
衰
退
の
途
を
た
ど
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ

る
。
ま
ず
、４０
年
代
後
半
か
ら
民
芸
ブ
ー
ム
が
広
が

り
、
丹
波
焼
を
は
じ
め
、や
き
も
の
に
注
目
が
集
ま

っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
昭
和
５３
年
、「
丹
波
立
杭
焼
」と

し
て
国
の
伝
統
工
芸
品
指
定
を
受
け
た
こ
と
も

大
き
い
。
こ
れ
に
と
も
な
い
丹
波
立
杭
焼
伝
統
工

芸
士
の
認
定
も
行
わ
れ
、
彼
ら
を
中
心
に
後
継
者

の
育
成
に
力
が
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
だ

い
に
丹
波
焼
を
始
め
る
若
い
人
が
里
に
集
ま
り
、
今

で
は
約
６０
軒
の
窯
元
が
立
杭
に
密
集
し
て
い
る
。

こ
の
道
５０
年
と
い
う
清
水
忠
義
さ
ん
も
、
現
在

５
人
い
る
丹
波
立
杭
焼
伝
統
工
芸
士
の
一
人
だ
。

土
ね
り
な
ど
の
基
本
か
ら
し
っ
か
り
教
え
る
が
、

最
終
的
に
は
自
分
の
体
で
覚
え
る
よ
う
指
導
す

る
。「
一
人
前
に
な
る
に
は
２０
年
の
修
業
が
必
要
で

す
。
将
来
、
彼
ら
に
も
伝
統
工
芸
士
と
な
っ
て
も
ら

う
の
が
私
の
望
み
。
立
杭
の
里
で
、
丹
波
焼
を
大
切

に
守
っ
て
く
れ
る
後
継
者
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
」

と
思
い
は
熱
い
。

前
は
こ
こ
か
ら
真
っ
赤
な
炎
が
吹
き
出
す
様
子
が

見
え
た
と
か
。

大
量
生
産
を
可
能
と
す
る
、こ
の
窯
が
導
入
さ

れ
た
の
は
慶
長
１６
年（
１
６
１
１
年
）頃
。
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
、
発
祥
以
来
４
０
０
年
続
い
て
き
た
穴
窯

の
時
代
は
終
わ
り
、
丹
波
焼
は
新
た
に
登
り
窯
の

時
代
を
迎
え
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
小
堀
遠
州
の
指
導
で
茶

入
、
水
指
、
茶
碗
な
ど
、「
遠
州
丹
波
」と
い
わ
れ
る

茶
器
の
名
品
が
誕
生
。
そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
文

様
、
装
飾
、
釉
、
技
法
が
加
わ
り
、さ
ら
に
江
戸
時

４
０
０
年
続
い
た
穴
窯
か
ら

大
量
生
産
可
能
な
登
り
窯
へ

丹
波
焼
を
苦
境
か
ら
救
っ
た

民
芸
ブ
ー
ム
と
伝
統
工
芸
士

9

エ
ヘ
ン
徳
利

へ
そ
徳
利

柑
子
口
瓢
形
徳
利

海
老
徳
利

浮
徳
利

登り窯での窯焼きの様子。これは立杭に現
存する最古の登り窯で、明治２８年に構築。
県の重要民族資料に指定されている。袋数
９つで、長さは４７m。かつては共同窯として使
用されていたが、現在は個人窯が普及し、こ
の窯が使われることはほとんどなくなった。
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京
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丹波焼の装飾と文様
1.釘で花の絵柄を彫った徳利　釘彫り／江戸時代中期の作品に多く見られる、丹波焼の典型的な
技法。先端をとがらせた竹や木で表面に文様などを彫り込み、その部分だけ釉薬の色を際立たせる。
2.亀が張り付いてる壺　張り付け／葉文とともに丹波焼独特の装飾技法。成形後、土が乾燥し
ないうちに友土や白土の粘土を貼り付ける手法。植物や動物の文様がある。
3.葉型がついてる壺 葉文（葉形）／丹波焼の最も独創的な文様の一つ。成形された陶土が乾
燥しないうちに葉を貼り付け、釉薬をかけて焼成。葉の部分が燃えて、その形が影のように残る。
4.釉薬が垂れている壺 自然釉（ビードロ釉）／焼成過程において燃料の松灰と原土中の鉄分と
が融合して自然発色したもの。穴窯時代丹波焼の特徴。
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地球環境の保全にために…… 

（社）兵庫県トラック協会では、「地球にやさしく、人にやさしく」を目指して、自然と環境を考える人のエコドライブマナーの向上に努めています。 

エコドライブはさらに、省燃費であり経済的であるばかりでなく、排出黒煙の低減など環境保全にも大きく寄与し、エコドライブを行うことで 

交通事故の未然防止に役立つことも周知の事実です。ここでは、もう一度エコドライブの基本を紹介します。 

●車間距離を適切にとり経済速度で走行する 

●急発進、急加速、急停車をしない 

●無駄な空ぶかしをしない 

●過積載をしない 

●点検整備を励行する 

●タイヤの空気圧を適正に保つ 

●エアコンの使用を控え目にする 

●無用・不要なアイドリングをやめる 

アイドリングは 
　　　　必要最小限に！ 

エコドライブ推進中!
ちょっとした地球への思いやり… 

（社）兵庫県トラック協会 運輸事業振興助成交付金事業 

エコドライブ推進中!
つづけていこうよ、明日のために… 

（社）兵庫県トラック協会 運輸事業振興助成交付金事業 

アイドリング・ストップ宣言 
きれいな空気を大切に… 

（社）兵庫県トラック協会 運輸事業振興助成交付金事業 

エコドライブ推進中 ！ 

荷物の積み下ろしや休憩時間などにエンジンをかけた

まま車両を放置するのは、エコドライブではありません。

無駄な燃費を消費して経済性にも劣り、さらに大気汚

染物質を不必要に排出することになります。また、市街

地やサービスエリアなどでのアイドリングは、騒音、臭

気、振動など様々な社会問題にもなります。必要最少

限のアイドリングで、地球環境にもやさしいエコドライ

ブを心掛けたいものです。そこで、ベルトやズボンにつ

けておけば、車から離れるときに必ずキーを抜かないと

いけないように工夫された「エコホルダー」を用意しま

した。エコドライバーの証に、ぜひご利用ください。 

エコホルダー 
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と
こ
ろ
で
丹
波
焼
の
場
合
、
時
代
や
作
品
に

応
じ
て
穴
窯
、
登
り
窯
、
ガ
ス
窯
、
電
気
窯
と
窯

が
変
わ
り
、
釉
や
技
法
や
表
現
の
幅
も
広
い
た

め
、
そ
の
特
徴
を
一
言
で
表
す
の
は
な
か
な
か

難
し
い
。
陶
土
、
窯
の
構
造
、
焼
成
法
な
ど
に
よ

っ
て
生
ま
れ
る
、
丹
波
焼
ら
し
い
風
合
い
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
ま
り
に
漠
然
と
し
て
い
る

の
だ
。

「
丹
波
焼
の
特
徴
と
い
う
と
、
一
般
的
に
素
朴

と
か
野
趣
に
あ
ふ
れ
て
る
と
い
っ
た
言
い
方
を
よ

く
し
ま
す
ね
。
で
も
実
際
は
、
そ
ん
な
ふ
う
に
決

ま
っ
た
特
徴
で
括
る
こ
と
な
く
、
時
代
の
流
れ
に

応
じ
て
変
化
し
、
幅
広
い
表
現
を
許
し
て
き
た
の

が
、
丹
波
焼
の
歴
史
で
あ
り
伝
統
だ
と
思
う
ん
で

す
。
こ
の
柔
軟
性
こ
そ
、８
０
０
年
と
い
う
長
い
時

代
に
わ
た
っ
て
窯
が
残
っ
て
き
た
理
由
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
丹
波
立

杭
陶
磁
器
協
同
組
合
理
事
長
で
あ
り
、
俊
彦
窯

の
窯
元
で
も
あ
る
清
水
俊
彦
さ
ん
。

な
る
ほ
ど
、
伝
統
工
芸
と
い
わ
れ
る
多
く
の
産

業
が
後
継
者
不
足
に
悩
む
な
か
で
、
丹
波
焼
は

後
継
者
に
驚
く
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い
る
。
現
代
の
若

者
が
他
の
や
き
も
の
で
は
な
く
丹
波
焼
を
選
ぶ

理
由
、
彼
ら
に
本
気
で
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
思
わ

せ
る
丹
波
焼
の
魅
力
に
つ
い
て
訊
ね
て
み
た
。

「
ま
ず
日
本
六
古
窯
の
一
つ
と
い
う
伝
統
の
力

で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
作
り
手
と
し
て
は
、
実
用

品
を
作
る
職
人
的
な
要
素
と
、
芸
術
的
な
表
現

が
で
き
る
作
家
的
な
要
素
の
両
方
を
必
要
と
す

る
面
白
さ
も
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」。

そ
う
話
す
清
水
さ
ん
自
身
、
た
と
え
芸
術
寄

り
の
作
品
を
作
る
場
合
も
、
常
に
職
人
的
な
要

素
は
忘
れ
た
く
な
い
と
い
う
。

「
こ
の
意
識
は
、
他
の
丹
波
焼
の
作
り
手
も
皆

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
す
べ
て
の
作
品
に
共
通

す
る
特
徴
と
言
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
で
も
、
そ
の
他
の
考
え
方
は
本
当
に
人
そ
れ

ぞ
れ
。
作
品
に
１
０
０
％
自
分
の
力
を
反
映
さ
せ

た
い
と
い
う
人
も
い
る
し
、
私
の
よ
う
に
あ
る
程

度
は
偶
然
の
力
を
い
た
だ
く
、
神
様
に
お
任
せ
す

る
と
い
う
人
も
い
ま
す
し
…
」
と
は
、
丹
波
焼
の

奥
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。

丹
波
焼
の
流
通
形
態
は
、
伝
統
産
業
に
珍
し

く
地
元
問
屋
が
な
く
、
窯
元
が
各
自
で
直
接
取

引
先
に
営
業
を
か
け
る
。
作
家
の
独
自
性
が
強

い
の
は
、
こ
う
し
た
背
景
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
分
析
す
る
の
は
、「
立
杭

陶
の
郷
」
事
務
局
長

の
中
島
新
一
郎
さ
ん
。
物
流
は
、１
年
の
総
出
荷

量
が
約
７０
万
個（
１５
年
度
）。
兵
庫
県
内
、
大
阪
を

中
心
に
、
京
都
や
そ
の
他
の
地
域
に
も
運
ば
れ
、

手
作
り
の
器
の
ぬ
く
も
り
を
届
け
て
い
る
。

現
代
の
若
者
に
も
注
目
さ
れ
る

丹
波
焼
の
魅
力
と
は

陶土は三田市四ッ辻の山土「四ッ辻粘土」
をベースに、篠山の黒い粘りがある「弁天
黒土」を混ぜて使う。粘土は手ねりで丹念
に土を練って粘土内の気泡を完全になくし、
焼成した時のゆがみやヒビ割れを防ぐ。
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